
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 令和２年に岡山県内で事故に遭い亡くなった方は、６２人でした。 

 これは、戦後記録に残る昭和２３年以降２番目に少ない人数です。 

 しかし、高齢者の死者は４０人で、高齢者の死者に関する統計が残る昭和６３年 
以降、高齢者を占める割合が過去最高となっています。 

 今後も無事故で元気に過ごすために、次のことに気を付けましょう。 

注目 

・夜間はドライバーからすると、歩行者は見えづらいため、   
夜光反射材やＬＥＤライトで自分の存在をアピールしましょう。 

・横断歩道がある場所では、横断歩道を必ず利用し、横断するとき
は、アイコンタクトや手を挙げて車のドライバーへアピールをしま
しょう。  

 横断歩道は、道路の飾りではありません!! 

 横断する前、横断中も左右の安全確認は忘れずに!! 

・昨年、自転車乗車中に事故で亡くなった方は１３人で、 

すべて高齢者!! 

・自転車は手軽で便利ですが、ちょっとした操作ミスや       

安全確認不足が、重大事故に繋がる危険もあります。 

 操作は確実にし、安全確認は入念に行いましょう。 

 また、自転車に乗る時は、ヘルメットを被り頭部を守りましょう!! 

・運転中に「うっかり」や「ぼんやり」となっていませんか？緊張感が欠ける
と、アクセルとブレーキの踏み間違えなどの操作ミスが発生し、重大事故に繋
がります。 

 運転に集中できなくなった際は、休憩を取るなど工夫しましょう。 

・自動車の買い替えを考えられている方は、サポートブレーキ機能など運転を
支援する装置が搭載された「安全運転サポート車」の購入を検討してみてはい
かがでしょうか。  


